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突
然
の
け
が
や
病
気
は
、
い
つ
、
ど
こ

で
起
こ
る
か
わ
か
り
ま
せ
ん
。
そ
の
中
で

も
最
も
緊
急
を
要
す
る
も
の
が
心
臓
や
呼

吸
が
止
ま
っ
て
し
ま
っ
た
場
合
（
心
肺
停

止
状
態
）
で
す
。
特
に
心
臓
の
病
気
や
脳

卒
中
で
は
、
突
然
心
臓
と
呼
吸
が
止
ま
っ

て
し
ま
う
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

　

心
臓
と
呼
吸
が
止
ま
っ
て
し
ま
う
と
、

血
液
の
循
環
が
停
止
し
酸
素
が
全
身
に
行

き
届
か
な
く
な
り
、
酸
素
不
足
の
状
態
に

陥
っ
て
し
ま
い
ま
す
。
こ
の
よ
う
な
状
態

が
続
く
と
、
時
間
の
経
過
と
と
も
に
救
命

で
き
る
可
能
性
は
低
下
し
て
い
き
ま
す
。

な
か
で
も
脳
の
細
胞
は
数
分
で
障
が
い
を

受
け
、
障
が
い
を
受
け
た
脳
細
胞
は
二
度

と
回
復
し
ま
せ
ん
。

　

平
成
二
十
一
年
中
の
統
計
で
は
、
救
急

車
が
通
報
を
受
け
て
か
ら
現
場
に
到
着
す

る
ま
で
の
平
均
時
間
は
約
八
分
か
か
っ
て

い
ま
す
。
倒
れ
て
い
る
人
を
発
見
し
た
時

は
、
す
ぐ
に
一
一
九
番
通
報
し
、
救
急
車

が
来
る
ま
で
の
間
、
そ
ば
に
居
合
わ
せ
た

人
で
救
命
処
置
を
し
ま
し
ょ
う
。

　

あ
な
た
の
目
の
前
で
大
切
な
人
が
倒
れ
、

そ
の
時
少
し
で
も
応
急
手
当
を
知
っ
て
い

れ
ば
、症
状
の
進
行
を
防
ぎ
、命
を
助
け
る

こ
と
が
で
き
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

　

そ
の
た
め
に
も
、
応
急
手
当
の
方
法
を

知
り
、
勇
気
を
持
っ
て
応
急
手
当
に
踏
み

出
し
て
い
た
だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

　
「
救
急
の
日
」
の
催
し
へ
の
ご
参
加
を
、

お
待
ち
し
て
い
ま
す
。
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0人0件����

0人0件����

0人0件����

283人286件����

23人23件����

28人29件����

������������

627人680件����

11人15件����

29人43件����

2,264人2,491件����

231人231件����

0人47件� � �

���������������

　平成22年中の救急出場件数は平成21年より204件増加し3,845件となり、搬送人員
も208人増加し3,496人となりました。１日平均の出場件数は10.5件、2.3時間に１件、
市民の24.9人あたりに１件出場したことになります。
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消
防
本
部
で
は
、次
の
講
習
会
等
を
随
時
受
け
付

け
て
い
ま
す
。グ
ル
ー
プ
や
団
体
で
受
講
を
希
望
さ

れ
る
か
た
は
、事
前
に
申
し
込
ん
で
く
だ
さ
い
。
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心
肺
蘇
生
法
・
Ａ
Ｅ
Ｄ
取
り
扱
い
・
応
急
手

　
　
　
　

当（
止
血
・
窒
息
処
置
な
ど
）三
時
間
受
講

　
　
　
　

※
受
講
後
、救
命
ラ
イ
セ
ン
ス
を
発
行

�
�
�
　

五
人
か
ら
二
十
人
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心
肺
蘇
生
法
・
Ａ
Ｅ
Ｄ
取
り
扱
い
・
応
急
手

　
　
　
　

当（
二
時
間
前
後
）

　
　
　
　

※
救
命
ラ
イ
セ
ン
ス
の
発
行
な
し

　
　
　
　

※
参
加
者
の
希
望
に
応
じ
て
内
容
の
変
更

　
　
　
　
　

可
能（
小
児
の
応
急
手
当
・
講
演
の
み
等
）
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���　９月10日（土）
　　　　午後１時30分～３時30分
���　消防庁舎・多目的ホール
���

　パネルシアター「応急手当普及
啓発」（市消防団バーディーズ）／
心肺蘇生法・ＡＥＤ（自動体外式除
細動器）の実技指導／外傷処置の
実技指導（三角巾による止血・固定
等）／救急車の展示・救急資器材展
示／医師・看護師による救急医療
相談、血圧測定／《子ども対象》消

防・救急車両
の車内見学、
写真撮影、バ
ルーンアート
など

　

女
子
サ
ッ
カ
ー
日
本
代
表

「
な
で
し
こ
ジ
ャ
パ
ン
」
の

ワ
ー
ル
ド
カ
ッ
プ
初
優
勝
は
、

日
本
中
に
感
動
を
も
た
ら
し

ま
し
た
。

　

彼
女
た
ち
は
、
勝
ち
進
む

ご
と
に
、
大
震
災
へ
の
支
援

に
感
謝
す
る
横
断
幕
を
掲
げ
、

世
界
に
向
け
て
日
本
人
の
思

い
と
と
も
に
、
元
気
に
が
ん

ば
っ
て
い
る
姿
も
届
け
て
く

れ
ま
し
た
。

　

女
子
サ
ッ
カ
ー
界
で
は
、
ト
ッ
プ
選
手
で
も
ほ

と
ん
ど
が
仕
事
を
し
な
が
ら
競
技
生
活
に
励
ん
で

い
ま
す
。「
サ
ッ
カ
ー
は
男
性
の
ス
ポ
ー
ツ
」
と
の

イ
メ
ー
ジ
が
強
く
、
プ
レ
ー
環
境
な
ど
の
条
件
が

厳
し
い
な
か
、
女
性
が
サ
ッ
カ
ー
を
続
け
る
こ
と

自
体
、
か
な
り
過
酷
な
状
況
で
あ
る
は
ず
で
す
。

　

か
つ
て
は
男
性
中
心
だ
っ
た
職
場
で
奮
闘
し
て

き
た
女
性
の
姿
が
、
厳
し
い
環
境
で
修
練
を
続
け
、

栄
冠
を
勝
ち
取
っ
た「
な
で
し
こ
ジ
ャ
パ
ン
」の
姿

と
重
な
り
ま
す
。

　

一
九
八
六
年
に
、
採
用
や
配
置
な
ど
雇
用
の
あ

ら
ゆ
る
場
面
で
男
女
の
均
等
処
遇
を
求
め
る
男
女

雇
用
機
会
均
等
法
が
施
行
さ
れ
て
二
十
五
年
が
た

ち
、
労
働
力
人
口
に
占
め
る
女
性
の
割
合
は
半
数

近
く
に
な
り
ま
し
た
が
、
分
野
に
よ
っ
て
は
女
性

の
参
画
が
ま
だ
ま
だ
十
分
で
は
な
い
と
こ
ろ
も
あ

り
ま
す
。

　

ま
た
、
内
閣
府
の
調
査
で
は
、
女
性
の
ラ
イ
フ

ス
テ
ー
ジ
に
応
じ
た
働
き
方
は
、
希
望
と
現
実
の

間
に
ギ
ャ
ッ
プ
が
見
ら
れ
ま
す
。

　
「
な
で
し
こ
ジ
ャ
パ
ン
」
の
あ
る
選
手
は
「
も
っ

と
も
っ
と
質
を
あ
げ
、
い
い
サ
ッ
カ
ー
を
し
た
い
」

と
、
気
を
引
き
締
め
て
練
習
に
取
り
組
ん
で
い
る

そ
う
で
す
。
企
業
や
家
庭
で
働
く
皆
さ
ん
も
、「
な

で
し
こ
」
た
ち
の
よ
う
に
、
男
女
と
も
に
「
粘
り

強
く
」「
あ
き
ら
め
な
い
で
」、
仕
事
と
生
活
の
調

和
が
と
れ
る
働
き
方
の
実
現
を
目
指
し
て
い
き
ま

せ
ん
か
。
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●平日の昼間は水道部へ
お尋ねください。

●土曜日・日曜日・祝日
は市役所（�31-2121）へ
お尋ねください。

●夜間の修理は右の業者
が待機しています。
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　９月24日から10月１日は、「環境衛生週間」
です。全国的にさまざまな取り組みが行な
われますが、本市でも市内全域の清
掃作業を実施しますので、ご家族そ
ろってご参加ください。＜雨天中止＞
���　９月25日（日）午前９時～11時30分
���　①芦屋公園（中央会場）
　　　　②各ブロックごとに定める場所　
�����　①自由参加可
　　　　　　②各町の自治会へ連絡
　　　　　　＊手袋・ごみ袋は用意します。
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　市では、「庭園都市芦屋」を推進するため、毎年「花と緑のコンクール」を実施し
ています。本年も、皆さんからの写真を募集します。奮ってご応募ください。
������
���　市内で緑化活動をしている①個人②学校園・店舗・会社③コミュニティ
���　自宅の庭やベランダ・地域の花壇や事務所等で育てている草花・花木等の
　　　　季節ごとの写真３枚（花の接写不可。周辺の景観と花や緑の組み合わせで）
���　カラー /キャビネ版（縦127㎜×横178㎜）
���　裏面に住所・氏名・撮影日（平成22年９月以降に限る）を記入し、９月30日
　　　　（金）＜必着＞までに上記へ
���　市長賞（賞金１万円）/１位（７千円）/２位（５千円）/３位（２千円）および各賞状
　　　　＊①②③の各部門ごとに、上記の入選作品を選考します。
　　　　＊入選者には、10月上旬に通知します。
　　　　＊表彰式は10月15日（土）午前10時30分から市役所北館４階教育委員会室で。
������
���　10月17日～28日・平日の午前９時～午後５時30分
���　市役所南館地下１階玄関ロビー
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　市民・事業者等による緑化への取り組みを推進するため、市内で実施される緑化
事業に必要な費用の２分の１（限度額10万円）を助成します。
　なお、予定された額に達した時点で終了します。ご了承ください。
�����　生垣緑化や壁面・駐車場・屋上などの緑化
�����　所定の申込用紙に必要事項をご記入し、上記へ
�����　審査の上、助成金の交付を決定
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　市では、ラ・モール芦屋（大原町2-6）202区画の店舗を、入札により売却します。
�����　２階店舗（202区画・内向き）/面積65.19㎡/最低入札価格1,280万円
　　　　　　＊店舗の位置は、下図のとおりです。

　　　　　　＊「案内書」は、市役所受付・ラポルテ市民サービスコーナー・芦屋市商
　　　　　　　工会・都市整備課で、９月14日（水）まで配付しています。
�����　９月15日（木）午前11時～/市役所分庁舎２階大会議室
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　仕事と生活の調和（ワーク・ライフ・バランス）の
推進、少子高齢化社会対策などの各種行政施策の
基礎資料を得るため、「社会生活基本調査」が10月
20日現在で行われます。
　このため、統計調査員が９月上旬から市内の一
部の対象世帯を訪問しますので、ご協力をお願い
します。
　なお、調査結果は統計上の目的以外に利用する
ことはありません。
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���　９月26日（月）午前10時～正午　���　男女共同参画センター　���　
子育て中の親（祖父母含む）と子　���　２歳以上就学前までの幼児・先着８人（１
人300円）　�����　電話または上記窓口へ
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���　９月１日～29日（平日・第１土曜）午前９時
～午後５時30分　���　男女共同参画センター

��������	
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　女性の視点で、地域の安全なまちづくりや個人の
防犯対策について考えてみませんか。
���　９月30日（金）午前10時～11時30分　���　男女共同参画センター　��
�　トータル防犯アドバイザー・京師美佳氏　���　先着30人　���　２歳以
上就学前までの幼児・先着８人（１人300円）　����　300円　�����　９月
26日（月）までに、電話・はがき、ファクス・メールまたは上記窓口へ
　

�������	������
���　９月３日（土）/７日・21日（水）/９日・16日・30日
（金）/午後１時～４時　���　男女共同参画センター
���　夫婦・家族関係、心の悩みなど

�������	
���������
���　９月７日・21日（水）/９日・30日（金）/午後１時～
４時　���　男女共同参画センター　���　夫や親
しい関係にある男性からの暴力（ＤＶ）
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���　９月11日（日）午前10時30分～午後２時（＊出品者等は午前10時入場可）
���　経済課・消費生活センター２階第１会議室（公光町5-10）※ご来場の
際は、紙袋をご持参ください　���　９月10日（土）午前10時～午後３時に、
市価の半額以下の価格をつけ会場へ持参　���　食料品・雑貨・衣類（新品
５点まで）　���　９月12日（月）午後１時30分～３時に会場で
＊手数料…売れた商品は10％、残った商品１点につき10円いただきます。　
＊チャリティー品については、手数料不要。残品の返却はしません。
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　当日、出発地点へ直接ご集合ください。
����　９月10日（土）午前９時出発　
����　①芦屋コース（５㎞）
　　　　　　山手夢保育園前から出発
　　　　　②西宮コース（８㎞）
　　　　　　阪急苦楽園口駅前から出発
����　奥池あそびの広場
　　　　　＊お楽しみ抽選会があります。
�������	
�����
���　９月23日（金・祝）午前８時～10時
���　阪急芦屋川駅前ほか
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　住まいの耐震化を進めるためのフォーラムおよび安心して住み続けられるすまい
づくりのための個別相談会を、次のとおり開催します。
�����　10月１日（土）〈講演会〉午後１時～３時10分（正午から受け付け開始）
　　　　　　〈個別相談〉①午前11時～午後０時30分②午後３時10分～４時
�����　市民センター 401室
�����　個別相談希望のかたは、電話またはファクスで、事業名・氏名・住所（郵
　　　　　　便番号）・電話番号・参加人数と個別相談の有無を、「人・家・街　安全支
　　　　　　援機構」本部事務局（�0120-263-150/�06-6456-1023）へ。＊市ホーム
　　　　　　ページ・建築指導課のページからも申し込んでいただけます。


